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開会 午前 ９時３０分 

 

      ◎委員長の挨拶 

○委員長（小坂徳蔵君） 皆さん、新年おめでとうございます。今日は新年早々の、議会改革

特別委員会の開催を申し上げたところ、委員各位には全員ご参集いただき、誠にありがとう

ございます。そして、今日は新年にもかかわらず、議員の大勢の皆さんにおいでいただきま

して、ご苦労様でございます。 

これから、第４回の議会改革特別委員会を始めるわけでございますが、議会改革にとりま

して、今年一年が大きな議会改革の質を決める大事な年になるのではないかと、そのように

思うわけでございます。一つには議会改革に市民の意見を反映させるために、４万４０００

世帯、全世帯に対して市議会のアンケートをこれから始めるわけでございます。これは、市

議会始まって以来、初めての出来事でございます。それから第二には、今日の協議の結果を

踏まえまして、執行部との協議を開始していきます。議会基本条例制定にあたって、議事機

関としての議会が執行機関と正式な協議を行うというのは、これも市議会始まって以来の出

来事でございます。そして、今年の秋までには議会基本条例の素案をまとめるスケジュール

になっております。そして、条例素案がまとまれば、これを市民の皆さんにパブリックコメ

ントを行うと、そういう予定になっております。市議会が市民の皆さんにパブリックコメン

トをお願いするということも市議会始まって以来のことでございます。 

ですから市議会としては、議会改革にあたりまして、今年は三つの初めての出来事を行っ

ていくと、そういう年になるわけでございます。それは、先ほど申し上げましたように市議

会が市民の皆さんに対してアンケートを実施する、そして、議事機関としての市議会が執行

機関に対して条例制定にあたっての事前協議を行うと、そして三つ目には、パブリックコメ

ントを市議会が市民の皆さんに対して行うという、大変大きな仕事をこの１年間にわたって

行わなければなりません。ですから、本当にこの１年が、われわれ議会改革特別委員会の委

員にとって大きな正念場の年になると、私はそのように思っております。委員各位の建設的

なご意見と、そしてご協力を心からお願いいたしまして、新年初めての委員会にあたりまし

てのあいさつに代えさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、今日は大変お忙しいところ、福島議長においでいただいております。福島議長

さんからごあいさつをお願いいたします。 
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―――――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――――― 

 

◎議長の挨拶 

○議長（福島正夫君） 改めまして、皆さん新年あけましておめでとうございます。今日は、

第４回議会改革特別委員会ということで、小坂委員長さんをはじめ委員の皆様方には本当に

ご苦労様でございます。 

先ほど委員長さんの方から加須市議会始まって以来のことが３点あるということで、これ

は議会改革という形がこういう形になってきた、本当に私も市民にとっても良いことかなと。

今日、骨子案についてのご協議もあるようでございますが、本当に市民のためになる議会改

革、何が市民のためになるのか、本当の市民のためというのはどういうことなのか、そうい

うことを念頭に置きながら、真剣に私は議会改革について、委員の皆様に検討していただき

たいと思っております。 

まず皆さん方、今、本当にここに来て急に寒くなってきた状態でございます。インフルエ

ンザも相当猛威を奮っているようでございますが、どうか今年一年、健康には十分留意され

て、この特別委員会が最後まで市民のためになる議会改革ができますことをお願い申し上げ

まして、あいさつとさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

―――――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――――― 

 

◎開議の宣告・議会改革に関することの調査 

○委員長（小坂徳蔵君） どうも議長さんにおかれましてはありがとうございました。 

  それではさっそく議会改革特別委員会を開会いたします。委員会の協議につきましては事

前に配付してあります第４回議会改革特別委員会の次第書に沿って進めていきたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、報告事項から始めます。私の方から報告をさせていただきます。まず、議会改

革に関するアンケートでございますが、皆様のお手元に資料を配付しております。まず、資

料１をご覧ください。これは来月、２月１５日から市民の皆さんの元に届けられる議会だよ

りに挟み込んで実施をするアンケートでございます。（案）ということでありますけれども、

ちょっと読んでみますと、議会改革に関するアンケートにご協力をお願いします。加須市議

会では、市民との連携・協働を推進し、開かれた議会を目指すため、現在、議会改革に取り
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組んでおります。つきましては、多くの市民の皆様のご意見等をお伺いし、今後の議会改革

の参考とさせていただきたく、裏面のアンケートにご協力をお願いします。と、こういう内

容になりまして、対象者については加須市に在住、在勤、または在学の方、回答方法につい

ては４つ方法を考えておりまして、１つは郵送または FAX による回答、それから２つ目は

パソコンからの回答、３つ目は携帯電話からの回答で QR コードを読み込んで回答できると

いう方法になっております。それから４つ目は市役所本庁舎、あるいは各総合支所にアンケ

ートの回収箱を設置いたしまして、そこにご投函いただくという４つの方法をとっておりま

す。 

回答期限については３月１０日までとなっております。そして集計結果につきましては、

次回発行のかぞ市議会だよりや、市議会のホームページ等で結果を公表しますという内容に

してあります。問い合わせは議会事務局へということになっておりまして、こちらの方にア

ンケートの QR コードを掲載するということになっております。 

裏面をご覧になっていただきたいのですが、これはこの間、委員会で協議した内容になっ

ておりまして、問１から問７までになっております。それからアンケートの回答方法ですが、

左下にアンケートの回答欄がありまして、該当の番号をここに記入していただくと。それで

自由意見も書いていただけるようになっております。これを投函しますと、またすいません、

表の方をご覧になっていただきたいのですが、ここを切り取って投函していただければ、議

会事務局に郵送されると、こういう内容になっております。差出有効期間は平成２９年３月

１７日までとなっておりまして、１週間ほど期間を余分にみてあります。それから届いたも

のは全て集計するということで考えております。これがアンケートの内容でございます。 

それから、資料２をご覧ください。これは平成国際大学の学生さんに対して今週の１８日

にアンケートを行うわけでありますが、その大学生に対するアンケートの内容でございます。

前文を読んでみますと、加須市議会では、市民との連携・協働を推進し、開かれた議会を目

指すため、現在、議会改革に取り組んでおります。この度の選挙権年齢満１８歳以上への引

き下げを踏まえ、本市に所在する平成国際大学で勉学に励む学生の皆様の市議会に対するご

意見をお伺いし、今後の議会改革の参考とさせていただきたいと考えております。つきまし

ては、今年度の平成国際大学の講義「地方公務員論」を受講されている学生の皆様にアンケ

ートのご協力をお願いします、加須市議会。となっております。内容については資料１のア

ンケートと同じ設問になっております。これがアンケートの関係でございます。何かご質問

ございますでしょうか。 
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○委員長（小坂徳蔵君） 野中委員。 

○１番（野中芳子君） 資料１の方なんですけれど、全世帯に配付ということで、あとは市内

への在勤者とあるのですが、その在勤者の方たちにはどのように周知するのか、その辺の周

知方法はどうなっているのでしょうか。 

○委員長（小坂徳蔵君） 議会だよりについては、それぞれ事業所の方にも届いているわけな

んですね。ですから、そこでご覧になった方が送っていただくとか、そういったことを主に

考えております。特別な対策としては考えておりません。ただ、事業所を含めて議会だより

は届いておりますので、そこでご覧になった方にご協力いただくという形で考えております。

以上です。 

○委員長（小坂徳蔵君） ほかにございませんでしょうか。竹内委員。 

○２番（竹内政雄君） アンケートですけれど期限内に回収をして、その期間内に集まったも

のだけ集計するということで、おそらくその後も回答が来ると思うんですけれど、その辺の

対応はどう考えていますか。 

○委員長（小坂徳蔵君） 先ほど申しましたように、アンケートの期限は３月１０日までとい

うことにしてあります。ただ、この切り取りになっているハガキなんですが、この有効期限

は１週間遅らせて３月１７日までとなっております。ですから、そこまで来たものについて

は集計いたします。あと、本庁舎や各総合支所に設置する回収箱は３月１７日までで撤去し

ます。１か月の期間を見ているわけでございますので、それ以降のものについては、たくさ

んあった場合は参考ということになるかと思いますが、そんな形で考えていきたいと思いま

す。 

○２番（竹内政雄君） 了解です。 

○委員長（小坂徳蔵君） 森本委員。 

○９番（森本寿子君） 各家庭には議会だよりの挟み込みでアンケートが配付されますが、各

総合支所にも議会だよりが置いてあるということですよね。そこから探してアンケートに答

えるということだと思うんですが、図書館も市民の方々が集まってくるので、図書館にも置

いていただきたいなと思うのと、議会だよりの挟み込みでなく、アンケート用紙だけを置け

ば経費もかからず、多くの人の声が聞けるかなと思ったのですが、置く場所等増やすことは

できるのでしょうか。 

○委員長（小坂徳蔵君） まずは誤解のないように説明しておきたいのですが、市議会だより

については、加須市内１３３平方キロメートル、４万４,０００世帯全部に届けられます。事
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業所関係にも届けられます。その上で回収なんですが、一番良いのはパソコンや QR コード

を使って携帯電話から回答していただくと。それからあとは、ハガキによって返送していた

だくと、要するにポストに投函していただければ届くわけですから。ただ、そのほかに、例

えば市役所や総合支所に来たついでにアンケートを持って来る方も当然考えられます。その

ために、本庁舎、それから３か所の総合支所に回収箱を設置します。それは３月１７日まで

設置します。 

それから各公共施設がありますね、例えば市民プラザとか、先ほど言われました図書館で

あるとか、そういうことも考えました。ただ、そうなると公民館はどうするのか、コミュニ

ティセンターはどうするのかと範囲が広くなって、事務局の職員は６人しかおりませんので、

そこまで実際に手が回りません。それよりは、実際４万４,０００世帯に対しハガキで投函し

てもらいたいと、そのためにこういう形をとったわけですので、森本委員、それでひとつご

了解いただけないでしょうか。 

○９番（森本寿子君） 了解しました。 

○委員長（小坂徳蔵君） 大内委員。 

○８番（大内清心君） 今の質問に関連してなんですけれども、アンケートの回収箱を市役所

と各総合支所へ置いていただくのですが、一世帯に一枚来るということで、中にはご夫婦で

意見が違ったりする場合もあるので、回収箱の横にアンケート用紙を置いておくと、そうだ、

アンケートが来ていたんだということで、そこでアンケートを書いて入れていかれる方もい

らっしゃるのかなと思うので、例えば回収箱の横にアンケート用紙も置いていただけると回

答していただけるのかなと思いますので、若干多めに印刷していただいて、回収箱の横に予

備で置いておくという方法はとれないものでしょうか。 

○委員長（小坂徳蔵君） わかりました。ただ、これは印刷の枚数、要するに契約としては全

４万４,０００世帯に配付する議会だよりの部数と同じくアンケートの用紙を作ったという

わけですので、そこが可能かどうかは少し検討させてください。 

○８番（大内清心君） ちゃんとした用紙でなくても、コピーしたものでもいいので置いてお

くと良いのかなと思ったのですが。 

○委員長（小坂徳蔵君） わかりました。今のお話、少し検討させてください。よろしいです

か。 

○８番（大内清心君） はい。 

○委員長（小坂徳蔵君） では、新井委員。 
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○３番（新井好一君） 基本的には同じ意見なんですけれど、アンケート用紙一枚なので、公

共施設に置いてもらっても、集計は少し大変かなという点はありますが、その方がより効果

的なのかなと思うんですね。各１軒ずつ約４万世帯に入るわけですから、その中で関心のあ

る方はアンケートに答えてもらえると思いますけれど、回収箱のすぐそばに一枚紙があると

更に良いかなと思いますので、これはぜひ検討していただきたいと思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） わかりました。先ほど大内委員にも申し上げましたけれども、これ

は少し検討させてください。印刷の関係もありますので、即答できませんので検討させてく

ださい。 

○委員長（小坂徳蔵君） ほかにございませんでしょうか。酒巻委員。 

○１０番（酒巻ふみ君） ４万４,０００世帯、これは自治会単位でやっていることですよね。

今、新しく入ってきた住民には自治会に入っていない人もたくさんおられますから、その辺

のところの理解というのは、公民館に置いたり、いろいろなところに置いたものを使ってい

ただくという理解でいいんですかね。自治会に入っていない人も結構いますし、新しく引っ

越した方は。そういう人たちは案外、議会に対して関心がある方も結構いますから、その辺

のところの、アンケートが行き渡るかどうか、そこをどうこうするとなると、また事務局が

大変ですよね。今まではそういう方に、どのように配っていたのか。公民館に行ったついで、

市役所に来たついで、公共施設に行ったついで、ということでやっていたと思いますけれど、

そこまですれば４万４,０００世帯全戸に行き渡るのかなという、これは私の解釈ですけれど。

それをどうこうするとなると、これは検討するにしても大変かなと思いますけれど、どうし

ますか、そこは。 

○委員長（小坂徳蔵君） 議会だけの判断でしたらすぐ可能なんですけれど、ご承知のように

各公共施設になりますと、例えば公民館ですと、これは教育委員会の所管になります。仮に

市民プラザということになりますと、これはご承知のように市長部局の所管になります。そ

こに議会のものを置くとなると調整も必要になります。これは、そういう仕組みになってい

るんですね、行政ですから。われわれは、市議会と言う議事機関の中の構成員でありますの

で、調整も必要ということになります。 

  ただ、先ほど大内委員と新井委員のお話もございました。今、酒巻委員からもそういうお

話をいただきましたので、少しこれも検討させてください。まだ１か月くらい、実際の配付

まで期間がありますので検討させてください。よろしくお願いします。以上です。 

○委員長（小坂徳蔵君）  ほかにございますでしょうか。佐伯委員。 
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○７番（佐伯由恵君） 資料１、資料２の内容はこれで良いかなと思います。資料１について

は、議会だよりに挟み込んでというお話でありました。それは、挟み込まれた状態で各世帯

に届くのでしょうか。それとも、自治会の方で別々のものを挟み込む作業があって、地域の

自治会の方にお願いをするのでしょうか。そこを確認したいと思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） これは、もう挟み込まれたものが届くということで、別に自治会の

皆さんに特別な手数を煩わせるということはございません。そのことで議会事務局としては、

要するに議会だよりの１ページだということで、そもそも話を始めて、業者の方とも話をし

てありますので、新たな手間を自治会の皆さんに煩わせるようなことはございません。 

ほかにございますでしょうか。 

             （発言する人無し） 

  よろしいですか。では、ほかに無ければこのような形で進めさせていただきます。 

  次に、報告事項の、会議録の公表の関係でございます。これは資料３をご覧ください。 

  これは、これまで３回、特別委員会を開催してきたわけでございますが、議会事務局の職

員の皆さんに頑張っていただきまして、第３回議会改革特別委員会の会議録は、このように

市議会のホームページに掲載してございます。詳細会議録になっておりますので、必要があ

るときはこれをご覧いただきたいと思います。もちろん、特別委員会の通信も早々と掲載し

てございます。通信については、委員会を開催してもう大体４～５日後には市議会のホーム

ページに掲載するようになっています。議会改革のコンテンツを作りましたけど、大変賑や

かになっておりまして、ご覧になっていただければ、相当議会も何かやってるなと、そうい

うインパクトを市民の皆さんに与える内容になっているのではないかと思います。一応これ

はそういう内容です。 

ですから、今日も会議が終われば、今回の特別委員会の通信、並びに会議録をしかるべき

ときに掲載してまいります。これは、よろしいかと思いますがいかがですか。 

              （「はい」という人あり） 

○委員長（小坂徳蔵君） わかりました。ではもう１点、報告事項がございますが、傍聴者の

関係です。これは、資料４をご覧ください。昨年１年間の集計が出ました。平成２８年第１

回定例会から第４回定例会まで、本会議は２９３人の方の傍聴者がございました。委員会は

９０人の方に傍聴いただきました。全体では約４００人近くの方の傍聴者がお出でになりま

した。 

ちなみに前年、平成２７年は４７８人ということでございます。これは多分、議員の改選
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がございまして、大変市民の皆さんの関心も高くなったときですので、この年は多かったの

かなということでございます。 

  いずれにしても、４００人からの傍聴者があったということでご報告しておきます。これ

も報告事項ですので、これでよろしいかと思います。 

  その他は特別ございませんので、報告事項全般について、何かご意見ございましたらお伺

いしますが。 

              （発言する人無し） 

○委員長（小坂徳蔵君） 無いようですので、先に進みます。 

  それでは、協議事項に移ります。前回の第３回特別委員会におきまして、議会基本条例に

網羅すべき骨子案について、各委員の皆さんから自由討議によって意見を出していただきま

した。そこで出された意見につきましては、これから委員間で議論がしやすいように論点を

整理しました。論点を整理した内容については、事前に委員の皆さんの元に郵送してありま

す。それが資料５です。この資料をご覧いただきたいのですが、骨子案を論点整理いたしま

して、その項目を全部で６項目に区分してあります。論点を整理した内容は、細かく言いま

すと、この委員会で市議会改革を大きな目標としてまいりました。一つは市民との連携・協

働の推進、二つは政策立案機能の強化、三つは、これは市議会の本来の機能である行政のチ

ェック機能の強化、この三つの大きな観点から分類をしてあります。それで、この観点から

分類した項目は、第１に議会基本条例の位置付け、第２は執行部との調整事項、第３は市民

との連携・協働の推進、第４は議員の政策立案機能の強化、第５は議員活動における課題、

第６はその他、というようにまとめてございます。 

なお、議会基本条例の骨子案として出された項目につきましては、地方自治法及び加須市

議会が定めている会議規則、並びに委員会条例等で規定されている内容が含まれております。

そこで、その根拠規定について調査したうえで記載をしてあります。その中に、「法」という

形であるのは地方自治法のことです。ですから、地方自治法第何条ということですのでご了

解ください。これは条例ですので、やはり根拠規定があるということでございます。 

それから今後、議会基本条例を制定していくうえで、既存の条例あるいは規則等の統合も

出てまいります。そのときにも参考になりますので、事務局の職員の皆さんに大変な努力を

いただきまして、こうした形で、ちゃんと根拠規定も記して皆さんのお手元に郵送しておい

たわけです。何かご質問ございますか。特別に無ければ、この資料５に記載してあるこの区

分ごとに、これから協議を進めてまいります。それでよろしいでしょうか。 
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              （「はい」という人あり） 

○委員長（小坂徳蔵君） それでは、この区分に沿って協議を進めてまいります。 

  それでは第１の基本条例の位置付け、全体では８項目ございます。自由討議によって協議

を進めてまいります。ご意見のある方、前回は項目ごとに出していただきました。内容がど

ういうことなのか、イメージとしてはどういうことを考えておるのか、その辺のご意見をお

出しいただければと思います。 

  それでは、意見のある方は発言をお願いいたします。 

              （発言する人無し） 

○委員長（小坂徳蔵君） なかなか発言が進まないようですので、私がちょっと申し上げます。

例えばですね、この議会基本条例の位置付けが８項目あって、最高規範性、あるいは前文 

そして目的、基本理念、基本方針、議会の活動原則と役割、議員の活動原則、見直し手続と 

評価制度、ということでございます。 

その中で前文の関係なのですが、ここの前文の中に、この議会の基本条例は最高規範とし 

て位置付けるということが一つは必要なのかなと私は思います。その中にまた議論されるの

に一つ申し上げておきたいのですが、この前文の中に、なぜ我々が議会基本条例を制定した

のか。やはりその目的ですね、できればこの加須市らしさをそこにやはり明記していくとい

うことが大事なのじゃないのかなと。これは前文ですのでね。何のために我々がこの基本条

例を制定したのかという点では、これまでこの委員会でずっと議論してきましたように、私

は３つあると思うのですね、この目的は。一つは市民との連携と協働の推進だと。それから

二つ目には、政策立案機能の強化だと。それから三つ目は、議員の本来の任務である行政の

チェック機能の強化だと。こういうことを目的に我々はこの基本条例を制定したというとこ

ろが前文に網羅されればいいのかなというふうに思います。 

それと加須市らしさを明記するということですが、加須市の置かれているこの歴史的な経 

緯、また自然環境等もあります。そういうことから考えますと、何といってもこの加須市の

置かれているこの位置というのは、この広い関東平野のちょうど中心に位置すると。関東ど

真ん中サミットもできているわけでありますので、そういう位置付け。 

あるいは、何と言っても加須市の米の収穫量が、県内の市町村の中でも特段に多いと。も 

うダブルスコアで２位を離しているというところでありますので、まあ埼玉一の米どころと

いうようなところがこの中に入っていけば、加須市らしさが出てくるのではないのかなと思

うわけでございます。ただこれは皆さんからいろいろご意見を出していただいて、ちょっと
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豊かにしていけばいいんじゃないかなと、私が申し上げるということです。では新井委員。 

○３番（新井好一君） 今、委員長の方で述べられた点については、私も基本的にはそのよう

な内容でいいのかなというふうに思います。 

最高規範性というのは、憲法があって自治法があって、その自治法の下で加須市議会がど

のような役割を担うのかということで、今日の自治制度の中で市議会が問われている役割を

きちんとそこで位置付けるということが必要なので、そういう位置付けがきちんとされると

いうことと、やはり加須市は合併してもう丸７年を迎えているわけですから、この加須市の

現状については、今言ったように関東ど真ん中の中で県境地域にある地域の中で合併が一定

の水準に達してきているわけですから、それを踏まえたまちづくりの課題を明確にしながら、

加須市としての規範性の中にそれを特徴づけるということが踏まえられれば、前文の中にそ

れが明記されれば、基本的な項目がそれぞれありますけれども、この項目に準じた内容をさ

らに深めるという内容になるので、そういうことでいいのかなというふうに私は感じており

ます。 

○委員長（小坂徳蔵君） 今前文のことで話したのですが、議論のきっかけになるように私が

たまたま前文を言ったものでありまして、そのほか全体で８項目前回皆さんから出していた

だきましたので、その中で、もしいろいろございましたら、意見を出していただきたいと思

います。 

○７番（佐伯由恵君） はい、委員長。 

○委員長（小坂徳蔵君） 佐伯委員。 

○７番（佐伯由恵君） 今回、前回出されたものをこういう形で柱ごとにまとめられて、大変

わかりやすくなっているかと思います。それで最初の基本条例の位置付けなのですけれども、

ここで前文のところに最高規範性というお話がありました。 

これから私たちが作ろうとしている条例は、この加須市議会のマニフェストだと思ってお

ります。市民に対して私たちはこのような形でやって行きますということを示すものだと思

っております。当然そこには条例制定の前文の中には、条例制定の背景、そして必要性、さ

らに目指す方向性を規定するということと、加須市らしさ、いろいろ全国でも基本条例がで

きているのですけれども、共通する部分とそれから個性を発揮する部分といろいろあるかと

思うのですが、やはりそこの前文の中に加須市らしさを出していくということは、とても私

たちにとっても大事なことだと思いますし、それから一番最後に出てあります見直し手続き

と評価制度、これも作ったからそれで終わりではなくて、常にこの条例を進化させていくと
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いうことでは、大事な手続きだと思っております。 

またその間の目的、基本理念、基本方針などがありましたけれども、やはり３点のことが

大事かなと思っております。市民との連携・協働、それから政策立案機能の強化、行政のチ

ェック機能の強化、こういったことがここに盛り込まれるべきと思っております。また気が

付いたことがあったら発言します。 

○委員長（小坂徳蔵君） ほかにございませんでしょうか、もしあればどうぞ。はい、竹内委

員。 

○２番（竹内政雄君） 前文の中で加須市らしさということは当然なのですけれど、６年前に

１市３町で合併したその辺の経緯とか加須市の歴史ですか、名所旧跡とかその辺もこの中に

若干何らかの形で入ったらいいのかなという感じもしているのですけどね。 

○委員長（小坂徳蔵君） まあ要するに一言でいえば、加須市らしさということを入れた方が

いいということなのかなと思います。もしほかにあればお出しいただきたいと思います。 

○７番（佐伯由恵君） 委員長、はい。 

○委員長（小坂徳蔵君） 佐伯委員。 

○７番（佐伯由恵君） すみません、補足をさせてください。私たち議会改革に取り組む中で

まずはこの基本条例を作ろうという今取り組みをしているわけなのですけれども、その議会

改革の目的は一体何かということを、きちっと押さえておかなければいけないかと思います。

それは議会改革が目的ではなくて、新たな議会運営を通して住民の福祉の向上、それから住

民自治の推進をしていくと、そこを忘れずにと思っております。そこを条例の目的等に入れ

ていくことが大事だと思いますし、憲法が定める地方自治の本旨の実現をするために、この

二元代表制の下で議会が果たす役割、ここも明記していくことが大事だと思っております。

以上です。 

○委員長（小坂徳蔵君） わかりました。そのほかあればどうぞお願いします。小勝委員。 

○５番（小勝裕真君） 今いろいろ意見がありましたけれども、基本条例を作るという部分で

は、先に進んでいるところが多いわけですけれども、この後出て来る例えば執行部との調整

の話の中の一問一答については、ほとんどの議員が既にそうされていたりとかですね、要す

るに条例を作るということではやや遅れていますけれども、加須市らしい条例を作ることは

当然必要ですし、さらには議会に諮り、あるいは議員の意識、そういったものをしっかり押

さえるような、そういうものができればいいなと思っております。 

○委員長（小坂徳蔵君） まだご意見ありますでしょうか。はい、大内委員。 
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○８番（大内清心君） 加須市らしさを入れるというところは非常に重要というか、必要なと

ころなのかなと思っております。もちろん市民との連携・協働とか政策立案、行政のチェッ

ク機能という部分も含めて、先ほど埼玉一の米どころという話もありました。また竹内議員

の合併の話も出ましたけれども、北川辺には何があるとか、自然環境の部分も入って来るの

かと思いますけれども、本当に珍しい前文になってしまうのかと思うのですけれども、加須

市らしさという部分では４地域それぞれの特徴が入ってくると、またいいのかなというふう

に感じます。 

○委員長（小坂徳蔵君） ほかに意見があれば出してください。はい、森本委員。 

○９番（森本寿子君） 基本条例の位置付けというところで見直し手続きと評価制度というこ

とで、ここが大事になるのかなというふうに思っております。先ほども言ってましたけれど

も議会改革をというところで毎年評価していくことは大事でありますので、この議会改革と

しての評価を毎年実施していくということと、事業ごとの評価というものも大事かなという

ふうに思っております。議会改革の評価というところでは、議員個人また議会全体としての

評価というところも付け加えていただけないかなというふうに思っております。 

○委員長（小坂徳蔵君） よろしいですか。では柿沼委員。 

○４番（柿沼秀雄君） ほとんど皆さんが話されたとおりかなと思うのですね。こういった特

別委員会が設置されて基本条例に向けて、皆さんの取り組みというかそういうものが今まで

にはない良いことかなと、今皆さんの話を聴いておりました。こういった前向きな姿勢でい

つも言うのですが市民のためにどういうことができて、議員間のいろいろな話し合いという

かそういうものがこれを通じてですね、できるような基本条例が出来ればいいのかなとこん

なふうに思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） ありがとうございます。ほかにありますでしょうか。 

○７番（佐伯由恵君） 委員長。 

○委員長（小坂徳蔵君） はい、佐伯委員。 

○７番（佐伯由恵君） 加須市らしさなのですけれども、加須市というとこいのぼりなのです

が、私合併前の加須市の男女共同参画基本条例を以前見たことがあるのですけれども、そこ

にこいのぼりのことが出て来るのですね、「青空悠々と泳ぐこいのぼり」を象徴して、男女共

同参画の「澄み切った」とかいう内容になっているのですけれども、今老舗のお店も経営が

破たんして追い込まれていますけれども、こいのぼりも一つの加須市らしさなのかなという

ふうに感じております。以上です。 
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○委員長（小坂徳蔵君） 新井委員。 

○３番（新井好一君） 加須市らしさというのは、それぞれいろいろ特徴があるのですけれど

も、一番の特徴は、やっぱり利根川の流れとともにこの地域の歴史というのはあるわけです

から、それは欠かせないというふうに思っているのですね。 

ですからそういうことについては、当然これは入っていくだろうというふうに思って議論

を是非していただきたいということと、あと今日の進め方なのですけれども、それぞれ項目

があるのですけれども、これはおおよそ今日のこれまで出たものを皆さんで議論していただ

いて、個々に検討するとなると時間が組まれているわけですよね、個々にやっていけば。個々

に議論としてはそれ一回でやらなきゃならないようなことはたくさんあるわけですから。今

日は大まかに分けた中での皆さんの意見を伺うという、そういう理解でいいのですか。 

○委員長（小坂徳蔵君） 今のですね、新井委員の理解の仕方で結構です。この間は一応骨子

ということで項目を挙げていただきました。では実際どういうことなのかなということは別

に問いませんでした。とりあえず、まずは基本条例に盛り込む項目について一つ出していた

だきました。 

我々は今後ですね、今度は条例の要綱、それから素案ということで進んでいきます。とい

うことになりますと、実際条例の中に盛り込むべきか否かということも判断していかねばな

りません。それは当然骨子の中で、まずは一つ考えていかなければならないわけです。例え

ばここに最高規範性とあるが、これはどう占めるのだと。前文というけれど一体何を入れる

のだということにこれは当然なってきますので、そこはやはり議論が必要だと。そういうこ

とで今日は協議を進めております。ですから今日で基本条例の位置付けについては意見が出

たからこれでおしまいということにはしておりません。ですからまた次回、今日の議論を踏

まえて皆さんが考えていただいて、出していただければそこにまた付け加えていくと、いう

ことに考えております。 

ですからとりあえず、まずは一通り今日は議論をして、皆さんから話を出していただいて、

次に繋げて行きたいと思っております。ですから今日結論を出すということはいたしません。

引き続いて骨子案については協議を進めて行きます。この間は繰り返しになりますが、項目

だけ出していただきました。整理が必要なところもございます。皆さんの手元には一応６項

目の区分で資料でお渡ししているところでございますけれども、それだけではまだ対処につ

いたということだけですので、内容について皆さん一つイメージを出していただきたいとい

うことでございます。 
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今基本条例の位置付けに関しましては、この最高規範性については今までの議論をまとめ

ますと、これは前文に置けると。前文には条例制定の一つ、目的、これを明記していくと。

それは先程私３つの点を言いましたが、まずこれが入っていくだろうと。それから加須市ら

しさを明記していくということを今言われました。その中では関東平野の中心であるとかで

すね、埼玉一の米どころとか、そういうことがあると思います。これについては皆さんでい

ろいろ議論していただいて、考えてきていただいて、それで豊かにしていきたいと思ってお

ります。 

この目的の関係ですが、これは市民の福祉の増進であるとか、或いは地方自治の発展であ

るとか、そういうことを入れた方がいいのではないかという意見が出されました。それから

見直し手続きと評価制度の関係については、条例を進化させる意味でこれは必要なのだと、

さらに毎年度、事業毎に評価することが大事だという意見が出されました。これが今日のこ

の区分の議論の到達かなと思っております。 

それからこの中でもう一つ申し上げたいのですが、我々は４年ごとに改選がございます。

それで新しい議員の方も出てまいります。我々は４年経つと最初の基本条例は何だったのか

とそういうふうにもなりかねません。ですから改選後にこの基本条例の研修の義務付けを規

定していくということが私は大事かなと思います。これは見直し手続きと評価制度の後にこ

の基本条例の研修の義務付け、改選ごとにですね、それで一つお互いに、加須市の我々今ま

で培ってきた議員活動、議会活動の到達を議員全員が共通認識として活動していくというこ

とが大事なのではないかということで、これは是非必要だなと私は思っております。最高規

範性ですから、最高規範性の条例を我々が改選ごとに学んでいくということは当然のことで

ありまして、それを付け加える必要があるのかなと思います。今日の到達は今私が申し上げ

た内容かなと思います。 

次に執行部との調整事項の関係なのですが、これを議題といたします。これは７項目ござ

いまして、いろいろ皆さんから出された意見について、ここに項目について出しました。議

論を進めて行くために私の方で問題提起をしておきたいと思うのですが、一般質問における

一問一答方式は、最初も委員の方から話がありましたが、これはもう既に実施していること

でしてね、改めて執行部との協議、一般質問を一問一答方式でやるよと調整することも、も

うないのかなと思います。ですからこれは除いてもいいのではないかと思っております。 

それから議決事件の追加等があります。これについては参考のために、皆さん資料６をご

覧ください。これは市議会の権限として議決権の議決事項が、最も議会としては役割が重い、
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これが団体意思、或いはその機関意思を決定していくということになるわけであります。こ

の議決事項については、地方自治法の第９６条に第１項でこれは制限列挙されています。第

１項の１号から１５号まであるのですが、条例を設け改廃すること、或いは予算を定めるこ

と、決算を認定すること、地方税の賦課徴収、または分担金・使用料・加入金、手数料の徴

収に関すること、それから契約の締結、市議会の場合には１億５千万円以上の金額について

は議会の議決を得るということになっております。それから財産の交換、出資の目的、或い

は譲渡、貸し付け、或いは不動産の信託、財産の取得または処分ですね、これは場合によっ

ては３月議会、予算議会に例の病院誘致の取得ということがまた議会の議決事項として出て

来るかもしれません。それから権利の放棄、或いは公共施設の独占的な利用とかですね、或

いは訴えの提起であるとか或いは和解の議決、それから損害賠償、これは議会ごとに専決処

分というのが出てまいりますけれども、これも議会の議決事項だということでございます。

それから公共的団体等の活動の総合調整の関係、それから議会の権限に属する事項という全

部で１５項目あります。 

これは地方自治法で決められておりますが、地方分権一括法で９６条の第２項に「前項に

定めるものを除くほか、普通地方公共団体は、条例で普通地方公共団体に関する事件につき

議会の議決すべきものを定めることができる」と、要するに条例で定めれば議会での議決事

項を拡大することができるということになっているのですね。これは要するに自己責任、自

己決定のもので地方自治の権限拡大ということになっているわけであります。これを見ます

と今までは加須市議会の中で、９月の第３回定例会でしたか、例の総合振興計画基本構想の

改訂等があったのですが、これは別に議決事項には入っておりません。或いは確か合併して

間もなく、平和都市宣言を行いましたが、あれも議会の議決をしましたが、そういうことも

議決事項に入っておりません。ですからこれを地方自治法の第９６条第２項に基づいて明確

にしていくと、議会の権限をより強くしていくということが課題となってまいります。それ

はこの間そういう話が出まして、そこに載せてありまして、どこまでやるのかですね。 

それから閉会中の文書による質問を議員個々にするのか、または委員会でするのか、どう

するのかという範囲の問題がございます。それから反問権がございますが、反問権について

はどこまで認めるのか。反論も認めるのかと、こういうことになってくるのですけれども、

その辺をここまでだということを言っていただかないと、反論もあれなのかなと。逆に協議

したら、いや反論を認めてくれということにもなりかねませんので、この辺はどこまでする

のか、どういうことにするのかを議論していただかなければなりません。 
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それから議会日程の年間計画化ということなのですが、これはそういう話もありまして、

議長の配慮で今回は、いち早く予算議会の日程等を皆さんのところへ配付しているという、

これも特別委員会で議論してきた経過の中で改革がなされてきているということがいえるか

と思います。それから議会審議における論点情報の形成、政策情報の提示ですけれど、どう

いうところを求めていくのかということが、具体的なことが必要なのかなと思っております。 

それと議決事件の追加なのですが、これは皆さん、今の考え等でどの辺まで考えていくの

か、もしお考えがあれば意見を出していただきたいと思います。 

○３番（新井好一君） はい。 

○委員長（小坂徳蔵君） 新井委員。 

○３番（新井好一君） 地方自治法上は９６条の１項で１５項目まで、３項目は議会の極めて

重要な事項ということになるわけですけれども、２項がこれは議会として執行部も含めて政

策上極めて重要な政策であるという認識のもとに、双方が一致して議決事項にするというこ

とですから、現在加須市であるものは総合振興計画ですとか、それから平和都市宣言ですと

か、そのほかどういうものがあるかはちょっと列記しなければいけないのですけれども、そ

れらについて具体的にするということは必要なのだと思うのですね。 

ただそれ以外にどの辺が拡大できるかというのは、これこそ執行部との力関係も含めてあ

るわけで、むやみにそこのところはなかなかできないということなのだと思うのですね。こ

れは執行部側でやらなくてもいいということを考えれば、そういうことを言うかわからない

ですし、それはお互いの話し合いの中で実現されるということなのだと思うのですね。です

から現状の中で宣言ないしは議決事項になっていることについて、明確にうたうということ

はいいのではないかというふうに思ってますよね。 

○委員長（小坂徳蔵君） ほかにご意見があれば。 

○７番（佐伯由恵君） 委員長。 

○委員長（小坂徳蔵君） はい、佐伯委員。 

○７番（佐伯由恵君） 委員長が冒頭に、今後執行部との協議に入るということをおっしゃっ

ていました。この執行部との調整事項がそういった内容になってくるのだと受け止めている

のですけれども、だからより具体的にしておかないと執行部との調整が厳しいというのがわ

かります。特に資料５の３つ目の１１番の議決事件の追加等なのですが、これにはしっかり

と総合計画を議会の議決事件として、条例の中に規定するということが必要だと思っていま

す。総合計画は加須市政の軸、基本となるもので、そこに議会として議決する責任を持つと
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いうことが必要だと思いますし、それイコール、先ほど述べたのですけれども、住民福祉の

向上に繋がる部分ですから、そこをしっかりと議会の議決事項として、条例で規定するとい

うことをお願いしたいと思います。 

それから閉会中の文書による質問なのですけれども、定例議会が年に４回ありますけれど

も、議会はその定例議会だけではなくて、やはり閉会中でも必要に応じて文書による質問が

できるようにすることは大事だと思っています。先ほどの議決事件の追加でさらに何がある

かというところなのですけれども、ちょっとそこはもう一度皆さんと点検する必要があるの

かなというふうに思っています。 

それから反問権なのですけれども、制定したところでは質問の内容を聞くという質問で留

めているところもあるし、いやそれは違うのではないですかというふうに意見の協議をする

というふうなところまでなっているところもあるのですけれども、私は議会は言論の府、ま

たは議員の政策立案機能を高めていく、議会を高めていく、議員もその力を養っていくとい

う点でも、ある程度反問するようなところも含めていいのではないかなというふうに思って

います。そこはまた深めていければいいと思います。 

○３番（新井好一君） はい。 

○委員長（小坂徳蔵君） 新井委員。 

○３番（新井好一君） 基本的にはやはり反問権を、議会という形をみると議員が様々な形で

執行部に対して一般質問したり、様々な意見を、或いは質疑で述べるわけですけれど、それ

に対してなかなか、これは回答しようとすれば執行部が本当に誠意をもって回答するという

ことになれば、執行部が様々な調査、研究をして執行部は圧倒的にできるわけですよ、圧倒

的に。 

そういう意味では議員の方が調査活動ですとか、根拠を調べたりとか、そういうことにつ

いては事務局があっても弱いわけですから、議員が言うという形で、なかなかそれに対して、

執行部の側から反論するということはなかなか無いのですけれども、論議を深めるためには

一定の反論も必要になるのかなというふうに、私も思うのでその辺がどういう形で制限する

のか、制限しながら反問権を認めるかという議論になるのかなという感じがするので、他の

議会の反問権というのは、委員長なり委員会の許可を得て反問権というのを認めるというの

が条例の中身の中には入っている。ですから、その辺をそういうふうに入れるのか、一般的

に反問権を認める形にするのかというのは、もう少し議論が必要なことなのかなと思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） 大内委員。 
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○８番（大内清心君） 反問権の事ですけれども、これまでもこの議会改革検討委員会で   

視察したり、また、議会運営委員会の方でもそういったところを視察してきました。 

反問権とついているんですけれども、だいたいのところが反問権はあるけれども、議員の

質問に対する確認をするための反問権という形で使っているというふうなものが多かったん

ですね。 

逆にそれをもっと違うじゃないかという反問を認めてしまうと、こちら側も執行部に通告

していなかったけれども、聞くよというふうになってきて、どうなのかなという部分もある

ので、今まできちんと通告したことを聞いて議員はやってきていますので、執行部が反問権

を認めるということで、そういう厳しい反問はないと思いますけれども、これはつくること

は絶対必要だと思いますけれども。おそらく、つくったとしても確認、議員が言っている事

はこういうことなんですか、という確認をするくらいなのかなというふうに思っていますの

で、突っ込んだ反問、いや、そうではないだろうということは執行部はないのではないかと

思いますので、大方、ほかのところを見ても確認をするというところが多かったので、そう

いったところにもっていってもらえるような調整をしていただくといいのかな。それを認め

てしまうと議員もまた逆に反問じゃないですけれども、通告外のことを言ってしまう人がい

たりしますので、その辺をきちんとした方がいいと思いました。 

○委員長（小坂徳蔵君） 竹内委員。 

○２番（竹内政雄君） 反問権についてですね、これは議員側と執行部側っていうことで、こ

れがあることによって議員もより一般質問等の時に、自分の質問に対して責任を持つとか、

また、緊張感も出るとか、これあくまでも執行部との話し合いのなかで決める、執行部の意

見も重要だと思うんです。それで、議会改革を先にやっていたところの視察等で状況を聞い

てみますと、設けたけれどそんなにないよ、ということで。あとですね、加須市議会の場合

は非常に事前の自分の質問に対する執行部との調整をかなり密にやっているので、その辺も

考慮する必要があると思っています。こんなに細かく一般質問の前に調整をするところは、

加須市はその点に関しては、かなり執行部も比較的緊張感が無いのかなという、これ申し訳

ないですけれども、あれだけ調整すれば質問を答える方は非常に楽なのかなという気がしな

いわけでもない。以上です。 

○委員長（小坂徳蔵君） 酒巻委員。 

○１０番（酒巻ふみ君） 私はそのことではなく、反問権ではなくて別の話です。１１番の第

９６条第２項ということで、加須市平和都市宣言とか、先程出ました加須市で決めていく、
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そのことについて、これは県単位でいうと全国的には、うどんのうどん県だとか、高知県の

高知家だとかいろいろ話題になりました。加須市そのものをもっと全国に知らしめるための

アイデアを出すのがいいのかなということで、ここでちょっと耳に入っていることですけれ

ども、埼玉県の方では、農林水産省からの補助金で県が加須市に対してトマトの生育とか売

り出しとかに関するものを久喜の農林技術研究センター久喜試験場に委託してうんぬんとい

う話があります。 

それを知事はイオンに振っちゃったということ、そしたら県の地元の県議さんからの反論

が出まして、それは加須市に振ってくれと。これは詳しいことはまだ調べていないからよく

分かりませんけれども、５年以内に県の方で調整してイオンに振ったものを、これはまだ本

当に情報があまり定かではないんですけれども、農林技術研究センター久喜試験場に全部振

っちゃって今ビニールハウスがとにかく出来ていると、何ヘクタールだか知りません。後で

見に行ってみますという話になっていますけれども、道を通っただけではビニールハウスが

見えないですけれども、空から見れば見えるであろうという話で、そうするとそのことをト

マトの育成が成功したら５年以内に加須市にそれを戻してくれとか、返還してくれとか、そ

の辺も新しい情報なのではっきり分からないですけれども、そうした場合に加須では、平井

議員がここに傍聴者としていますけど、他にもトマトで随分やっている北川辺の特にありま

すね。トマトはトマトとして、イチジク、イチゴそれからホンモロコもやっていますね。こ

いのぼりは食べ物ではありませんけれどもそういうことで、それらを表面に出した、こいの

ぼり市とかトマト市とかね。フルーツ市とか、そういう条例も出せば加須市が全国に知れ渡

る機会になるかなと。 

そのトマトの話ですけれども水耕栽培にするのか、地面から上がらせる栽培にするのか、

その研究をさせて、これが成功したあかつきには地元に来るという話だと思いますけれど、

これは農林水産省の方から補助金でやるそうです。これはっきりしていません。もう少し調

べないと分からないことですけれども、そういう、フルーツ市、こいのぼり市そんなような

条例を入れてもいいのかなと。これは私の意見ではありますけれども、話し合う価値もある

のではないかなということで思っております。香川県のうどん県、加須市はうどん市と言う

までにはちょっと弱いと思いますけれども、それらも１１番の第９６条第２項にいかがなも

のかなというこれは、私の意見として。 

それから、議会日程の年間計画化というのがありますけれども、これは、今どこの市町村

でも年４回と、県でも決められているのが常識のようだと思いますけれども、これを年間平
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均化するとか、そういう話に持っていける話ではないということですね、１年を通じて年間

議会…。 

○委員長（小坂徳蔵君） 今ですね、話を整理したいのですが、今は地方自治法が変わって、

かつては年４回ということで決まっていたのですが、今は条例によって、通年議会、通年会

期はできるということなんですけれども、ここで言っている年間計画化というのは、例えば

３月議会をいつから招集するのか、それから６月議会はいつ招集するのか、９月、１２月は

どうする、年間いつどうするのかそこを決めてくれと言うのが趣旨で、これは、森本委員か

ら意見が出たのですが、通年議会だとか通年会期だとかは念頭にはありません。 

○１０番（酒巻ふみ君） 分かりました。そういうことにもっていこうという意味の話ではな

い。分かりました。私、意見はそれだけです。 

○委員長（小坂徳蔵君） 小勝委員。 

○５番（小勝裕真君） 執行部との調整ということで、どういうことを調整しようかというこ

とを打ち合わせしていると思うんですけれども、反問権の関係につきましては、今もいくつ

か意見が出ましたけれども、議会運営委員会等で視察に行かせていただきましたが、この反

問権を入れることとなると議員側が大変だということで、反対だという意見が出たというと

ころもありましたが、それは乗り越えて反問権を入れたという話だと思うんですけれども、

委員長が言ったようにさらに反論権まで入れたところもあるという、反論権までとなります

といろいろ執行部との関係もぎくしゃくといいますかあると思いますから、反問権は私は少

なくても必要だと思っています。議員側がしっかり自分で勉強をして自分の考えを正しく言

う、今まで言いっぱなしみたいな話になっている部分もなきにしもあらずという、可能性と

いう意味でありますから、反問権は必要かなと私は思っています。 

それから、議決事件の関係につきましては、総合振興計画ですとか、今言った宣言ですと

か、本来執行部の方で出来るんでしょうけれども、議会でも決定をしたというこれが市民に

広く伝わるという部分では、執行部側にとってもいいことはあるのかなと思いますから、こ

れはお互いにどの範囲ということで調整が必要だと思います。 

それから、閉会中の部分につきましては、執行部の協力が無ければできません。個人とい

うことですと大変ですから、個人ではなくてと言う方がよろしいのではないのかなと。それ

と、年間計画化につきましては、早速、通知が来まして、いつが開会予定だと、これは素晴

らしいことだなと。進んでいるなと。以上でございます。 

○委員長（小坂徳蔵君） 野中委員。 
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○１番（野中芳子君） 反問権につきましては、私も大内委員と同じようにやはり調整がかな

り綿密にされますので、ある程度、質問に対する問い合わせ、質問という形に留めておく方

がいいのかなという思いはあります。 

それから、議会日程の年間計画化、森本委員からということですけれども、やはり、ある

程度もちろん議会優先、議会の日程優先というのは重々承知しているのですけれども、それ

ぞれに予定がありますから、ある程度事前に出していただくのが、一番自分の中でロスの無

い計画が出来るのかなという思いはありますので、この件はやっていただけると、と思いま

す。以上です。 

○委員長（小坂徳蔵君） 竹内委員。 

○２番（竹内政雄君） 議決事件の追加ということで、第９６条第２項これに関しては皆さん

の意見と私も同じような意見です。ただ、ある程度含みを持たせておかないと条例の中にな

いからこれはいいのかということで、執行部の方で勝手に判断して出してこないということ

が心配される、危惧される、ですから、ある程度含みを持たせて、もちろん条例の中で議論

して、これとこれはぜひということで出して、その他にも含みを持たせていただかないとも

れる心配もあるのではないかと、その辺を考えてもらえます。 

○委員長（小坂徳蔵君） 分かりました。森本委員。 

○９番（森本寿子君） １５番の政策情報の提示というところで、大変やっていただけると、

議会側としても確かに審議する場が各会派であったり、また、こういった議員全体での議論

も深まるかなというふうに思いますので、しっかりやっていただけるように執行部の方と調

整していただければと思っております。 

○委員長（小坂徳蔵君） ほかに…。では、だいたい意見が出てきたのですが、まず１０番の

一般質問における一問一答方式、これは無くていいのかなと、もうすでにやっていることで

すので、これは、削除します。 

それから、議決事件の追加等の関係ですが、これは地方自治法の第９６条第２項関連なん

ですが、先程出された意見を主にいたしますと、総合振興計画、これは議決が必要だと、そ

れから都市宣言も必要だと、ただその他になるとまだはっきりしていませんので、市民にと

って最重要事項、それは議決要件だということがあると思います。それはまた、これから皆

さんで、ご検討いただいて出していただきたいと思います。 

○３番（新井好一君） ですからそれは、条例を設定する過程でその含みを持たせる条項が入

ればいいんだと思うんです。そういうことが可能であるようなことが、具体的な検討は今あ
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るもので、やっているものについては、それは入れるという方向でぜひ皆さんが一致してい

ただいて、今後、可能性があるものが出てくることがあると思うんです。その場合には、協

議して決められるような条項がどこかに入っていれば、いいんだと思うんです。 

○委員長（小坂徳蔵君） 分かりました。全国のいろいろ議会基本条例を見てみますと、その

中には、介護保険の事業計画を議会の議決事項にしたり、いろいろなことがあるんです、加

須市でそれをやるということではないですよ。要するにいろんなことを議決事項の中に入れ

ている。これは要するに第９６条第２項観点でそういうことで、多分そこの議会でいろいろ

考えておやりになったんだと思うんです。ですから、これはさっき言ったようにこれからま

た議論していきますけれども、市民にとって重要事項は議決だということも含めながら考え

ていくということなのかなと思います。 

それから、閉会中の文書質問の関係については、個人ではないと、といいますと委員会か

なとそこが対象になるのかなということになってくるのではないでしょうか。それから、反

問権の内容なのですが、これは非常に大事な問題です。われわれが多分皆さん私も含めて大

橋市長を念頭に考えていると思うんです。でも、大橋市長がずっとやっているわけではない

ですから、市長さん代わりますから、いろいろな性格の人が人柄の人がきますから、そうし

たら、議会も反問権あるんじゃないかというので、その都度、反問権で質問終わっちゃった

と、条例をつくれば一人歩きしていきますので、そこのところをより整理していかないと、

大橋市長みたいな人だけが加須市長になるわけじゃない。ということを念頭において、ここ

はシビアにやった方が、後でこんなはずじゃなかったのに、もう一度見直しだということに

ならないようにしていく必要があるのかなと思います。先ほどの意見を聞きますと、質問や

質疑の内容の確認だと、そこに留めて欲しいと。反論権はいかがなものかということかなと

思っております。 

議会日程の年間計画化は先ほどお話がありましたので、分かりました。 

後は、議会審議における論点情報の形成、政策情報の提示なんですが、論点情報って何の

論点なのか、政策情報って何なんだということを、もう少し具体的に議論していただかない

と、これは、執行部と調整のしようがないということだと思うんです。 

○委員長（小坂徳蔵君） 新井委員。 

○３番（新井好一君） 多分これは、例えば今、病院問題で何かと審議が進んでいますけれど

も、その中に論点が明確化できるわけですから、そういう情報を大事な情報なので、執行部

が逐次提供するという意味においては、執行部も頑張って出していると思うんで、そういう
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ところをできるだけ、ほかの分野でも要求するということになるんじゃないかと思う。もし、

議会がそういうことを求めるということであれば逐次、そのことを明確にどこかにしておく

ということになるのかなと思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） そのためには、一定のこの範囲だと、ここなんだということが、具

体的な問題提起が必要になるということです。今日、出していただくことではないので、後

でまたよくご検討いただいて、この辺ということで出していただければいいことです。だん

だん中身が濃くなってまいりました。前回の骨子の項目だけだったのですが、相当、一歩中

に踏み込んだ意見になって、だんだんイメージができたかなと思います。 

一時間以上経過いたしましたので休憩をしたいと思います。１１時から再開したいと思い

ます。 

 

―――――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――――― 

 

◎休憩の宣告 

○委員長（小坂徳蔵君） 暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 １０時５０分 

 

開議 午前 １１時００分 

 

―――――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――――― 

 

◎開議の宣告 

○委員長（小坂徳蔵君） 休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 

―――――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――――― 

 

○委員長（小坂徳蔵君） あらかじめ申し上げておきますけれども、熱心に真剣にご協議いた

だいております。今終わったのは全体で大きく６項目に区分しているのですが、今まで２つ

の区分について協議を進めてまいりました。まだ、４項目残っておるのですが、今日全て決
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めるということでは、冒頭申し上げましたとおり、そういうことにはしません。審議の状況

を見まして今日協議できないものについては、次回に先送りしていきたいというふうに思い

ます。従いまして、委員会としては、午前中に終わっていきたいと思っております。引き続

き皆さん方の真剣なご議論をお願いいたします。 

  次に第３の市民との連携・協働の推進の項目についての協議をお願いいたします。７項目

ございます。あらかじめ申し上げておきたいのですが、ここで１７番に広聴広報（活動）の

充実があります。この中に裏面の４７番にありますけれども、一番最後に加須市議会だより

発行規程関連がありますけれども、これはこの中に入るのかなと、１７番の広聴広報（活動）

の充実の中に加須市議会だより発行関連規程も入るのかなと思いますので、そのように考え

ておいてください。 

○１０番（酒巻ふみ君） 消していいんですか。 

○委員長（小坂徳蔵君） ４７番の加須市議会だより発行規程関連は削除してください。広聴

広報（活動）の充実の中で加須市議会だより発行規程関連は、ここで議論をしていくという

ことが必要になると思いますので。従いまして、ここにあります加須市議会だより発行規程

関連はそれを１７番の方に組み込むということになります。 

議論のきっかけとするために、議会報告会とあるんですけれどもこれは皆さんどんなイメ

ージで考えておられるのでしょうか。 

○委員長（小坂徳蔵君） 酒巻委員。 

○１０番（酒巻ふみ君） 個人的なことを申し上げますと私自身は個人的にやっていますから、

自分だけの考えですと皆さんも個人的にやっているのかな、という考えしかありませんけれ

ど。でも、ここに出ているということは、これを皆さんでやっていこうという話でしたよね。

市議会でね。それはそれでいいのかなと思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） 大内委員。 

○８番（大内清心君） 今まで視察をしてきた中でも、各地域の、加須市だったら加須市内の

中でいくつかの会場を設けて議員が手分けをして、行ってというところが多かったのかなと

思うんです。中でも自分の担当地域外があるというところが多かったのかなと思ったんです

けれども、イメージとしては、意見報告という形で場所によっては委員長が報告をするとい

うところもあったんですけれども。それを委員長だけでというと大変だと思いますので、全

議員が分担されて報告をしていくということをイメージしているんですけれども。 

○委員長（小坂徳蔵君） ほかにイメージはありますか。新井委員。 
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○３番（新井好一君） 基本的なイメージはそれですけれども、問題点は結局議会で決まった

ことを報告するわけです。そうすると、決まったことに対して意見が若干違うというような

ことについても、そこでどのような形で発言ができるのか。そういう問題が当然残るんです。

ですから、市民の側にとってみれば議決事項をただ報告されても審議の過程が、皆さんにと

っては興味があるというようなことがありうるんです。 

ですから、それは報告、いろんな視察で聞いても意外とその報告会の方は最初は結構人数

が集まるけれども、回を重ねるに従って、固定化してしまうということがあって、その後の

意見交換会だとか各種団体との意見交換会、市民相談会だとか、要するに広聴活動の方を重

視するような意味でそちらの方をかなりウエイトを置くんだというのが、この間いくつか視

察に行ったところの議会の大方の意見だったのかなという印象を持つので、これは報告会は

報告会でやらなければなりませんけれども、広聴を結構やっぱり大事にするという、重点を

そちらにも置いてやるということで、両方うまく組み合わせないとならないというイメージ

を持っています。 

○委員長（小坂徳蔵君） 酒巻委員。 

○１０番（酒巻ふみ君） １９番と２０番は一緒にして２つくらいの項目にできませんか。 

○委員長（小坂徳蔵君） １９番と２０番は同じように見えるんですけれども全く違うんです。

これは、議会報告会、意見交換会、各種団体との意見交換会というのは議員が実際に出掛け

て市民とのコミュニケーションを行っていく、こちらの意見提案手続。パブリックコメント

というのは、市民に議会で行うことに対して意見を言っていただいて、それを基にしてまた

見直していくということなんです。パブリックコメントというこれは制度となっていますの

で、そういう意味なんです。 

それから、例えば、意見提案手続というのは、これはどういうことかというと議会の中で

は、例えば議会モニター制度というのを作っているんです。これは議会モニターの人を何人

か組織しまして、その人達からいろいろ議会改革だとか議会運営について、いろいろ提案し

てもらってそれを活かしていくということなんです。これは、自治法上、地方分権一括法で

出来るようになっているんです、そういうようなこと、これが意見提案手続だとかというよ

うなことになってくる。具体的に言えばですね、こういうことになってくると思うんですが

そういうようなイメージです。ですから、全く違います。 

○１０番（酒巻ふみ君） 分かりました。 

○委員長（小坂徳蔵君） 野中委員。 
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○１番（野中芳子君） 議会報告会に対するイメージというのは、決まった事を報告する各地

域地域で。やはり先ほどおっしゃったように参加者の方は少なくなっていってしまうのかな

というのはあるけれど、どこか研修したところでは、何か有事の際にそういう項目を作って

おくことが、必要だとおっしゃったような記憶もしておりますので、そういう形で報告会と

いうのは必要なのかなという思いがあります。 

それから、今、この中で市民の方から意見を聞くという形になっていて、ここのところか

ら議員同士で議論して、どうやってそれを政策提案に結び付けていくのか、その手続きとい

うかその流れをつくっていくことそちらの方もこの中できっと、それが次の項目との関連に

なるんだと思うのですけれど、そういう形で流れをつくっていくことが必要なのかなと思っ

ています。 

○委員長（小坂徳蔵君） 竹内委員。 

○２番（竹内政雄君） 市議会だよりということで、ここに出ているのですけれども、広報広

聴ということで視察等に行きますと、広報も大事だけれどこれからは広聴、特にその中で、

議会報告会ということで今出ているんですけれど、たぶんかなり人を集めるのが大変だと思

うわけなんですけれど、議会改革ですから、議員全員で手分けしてやることが先ず必要じゃ

ないかと思います。 

この後に意見交換とか、各種団体との意見交換が出てくるんですが、この意見交換がこれ

から大切になってくると思っています。私どもがいろいろな会合へ行った時、セレモニーの

前に話をするのですけど、その後、例えば宴会に移って相当いろいろなことをやっぱり聞い

てくるんですね、本音で、あればどうなっているのか、これはどうなんだとか、意見を言っ

てくるんですよ。確かに。そのへんを考えると、市民は報告も大事だけど、自分たちの意見

を聴いてくれよ、今どうなっているんだという、その辺の情報が不足しているのかと思って

いるんですね。 

議会だよりも出ているが非常に形式的ですね。一般質問も個々に出していれば別に構わな

いのですけれど、どういう議員さんが一般質問をしていて、内容だって本当の数パーセント

ぐらいのことしかないんで、それに関しても前に一度、議会だよりのページ数をあと２ペー

ジ増やしていただければ、もうちょっと一般質問を報告するのに良いのではないかというこ

とで、私が委員長の最初の年なんですけれど、一応ページ数の増加ということで提案したん

ですけれど、予算を伴うものなのでこれは却下されたわけですけれど、このへんも議会改革

なのですから、ぜひくみ取っていただければと思っております。 
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○委員長（小坂徳蔵君） 他にあれば。１９番の議会報告会、意見交換会、各種団体等の意見

交換会ですが、議会報告会の次の意見交換会は削除しても良いのではないですか。意見交換

会に各団体等を入れておきますか。それで同じことですので、各団体等にして、最初の意見

交換会は削除しますので。 

議会報告会を考える場合、我々が考えなくておかなくてはいけないのは、ほかの市がやっ

ていてどうなのか、だんだん人が集まって来なくなってくるという悩みもいろいろ話されて

おりましたけれど、ただ加須市の場合、例の市政についての話し合いがあります。これは小

学校区を単位として、加須市政の中では約４０年の歴史をもっております。もう定着してい

ます。ここで、各市民から出された意見は、市長の指示で対応されていくということです。

そういう中で、議会報告会をどういう形でやるのか考えないと、これはもうあまりにも格段

の格差が出来てしまいます。市政についての話し合いで市長に言えば翌日にできた。議会に

言ってもなんか良く分からない。そういうところを一つ考える必要があります。 

よその市で、市政についての話し合いをそこまで細かくやっているかを私は調べていない

のでわかりませんが、加須市では４０年近く各小学校区でやっています。一時、中学校単位

でやったことがありますが、そうしたら市民各層からブーイングがおきて、もう１年くらい

で元に戻した経過があるんですね。それだけ市政についての話し合いが根づいています。市

政についての話し合いで言わなくてはと準備している、議会の一般質問の準備じゃないけれ

ど、そういう人もおられる。それだけ根づいています。 

議会報告会を考える場合には、そこを我々は念頭に置いてほかの市と違う、そこを良く踏

まえた上で我々は考えていくことが大事だと思います。 

○５番（小勝裕真君） 広報、広くお知らせすることが大事ですし、広く聴くという、昔は広

報広聴、昔はそういう時代だったと思います。今は広聴広報なんだということであると勉強

させてもらいました。 

議会報告会は、先進的にやっている所の話を聞きますと、回を重ねるごとにだんだん人数

が少なくなるというような話もあったと。ただし、所沢市のように若い人との意見交換とか、

委員会が主体となってそういった会合を持っているという取組事例もありました。２２番に

ある市民参加なり、あるいは市民との連携をどのようにやっていくか、ここが一番大事なこ

とであると思いますので、いろいろな意見をくむ必要があると思っています。 

自由討議なので意見をいいですか。竹内委員から市議会だよりの増ページの話があったの

ですけれども、実は私がその会の委員長のときに県内の議会だよりを調べさせてもらったら、
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２０ページのところが１市あったのですけれど、加須市は１６ページ、まさに多いページを

持っていますので、一般質問の話もあるかもしれませんけれど、自分でお知らせすれば良い

ことだと思いますから、お金をかけない議会改革というか、必要なものを必要な所にかける

ことが大事なことだと思いますので、今のままの議会だよりのページで良いかと私はそう思

っています。 

○９番（森本寿子君） 先ほど、各種団体等の意見交換会ということで、集まる方も決まり始

めてきているということで、年代別とか、若い人にここに住んでもらいたいということで、

先ほど小勝委員さんからもありましたが、若い方を中心にとか、年齢層別に意見交換という

ことも大事なのかなあと、各種団体等ということで、その中に年齢層を分けてやっていただ

くことを付け加えていただければと思っております。 

○３番（新井好一君） ２２番ですけれど、これもそれぞれが全部関係するんですけれど、執

行部の方では、平成２３年に協働の条例を制定して、これは議会の議決の中でそのようにや

ったわけですけれど、加須市の市民参加のあり様を規定した条例なわけですよね。他ですと

自治基本条例ですとか、そういうことで市の特徴を市政運営の特徴みたいなものを表してい

るわけで、そこに市民参加あるいは市民自治そういうものをさらに拡大していこうというこ

とになるんだと思うのですね。議会も住民から選ばれていることですから、議会もそれを促

進させていくという役割はかなり重いんだと思います。 

そういう点から考えて市民参加をさらに一歩進める制度というのは、どういうものかにつ

いては、もう少し論議を深める必要があるのではないかなと思っているんですよね。モニタ

ー制度とか先進的に様々取り組んでいる所もありますけれど、そういう制度的なものを政策

に結び付けられるもので、市民がそこに参加できるようなことを工夫する必要があるのかな。 

次に政策討論会というイメージがあるんですけれど、一つの課題で市民参加を、市民の意見

を求めるということになれば、一つの課題で討論会を設けるとかは十分あるわけですから、

そういうことで市民参加を一歩前進させることは重要なのかなと思っています。 

○委員長（小坂徳蔵君） 他にございませんでしょうか。佐伯委員。 

○７番（佐伯由恵君） 先ず２１番なんですが、請願者の趣旨説明及び参考人制度の活用とい

うことで、議会に請願が提出されて、紹介議員という形で説明を行っているのですけれど、

さらにですね、こういったことを明記することによって、請願者、当事者が来て、議会で趣

旨説明を行う、１２月議会は建設関係の請願と農業関係の請願が出されたわけですが、当事

者が直に来て、説明することは大事だと思っています。これも条例の中でしっかり明記する
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ことが必要であると思います。 

それから市民参加、市民との連携にかかわるかなと思うんですけれど、いかに市民に対し

て市議会への連携協働を深めるかということなのですけれど、具体的に大学生と議会との意

見交換会、上の意見交換とちょっとだぶってくるんですけれど、１８歳選挙権をにらんで大

学生との関係を連携という形で、そういったことも今後必要になるかなというふうに思って

います。学校教育の中で主権者教育が大事だという話もあるんですが、議会として、市民の

方々に加須市のことは市民の声で決めていくといった主権者教育を、若い大学生を通して養

っていくというような議会としての取り組みも大事だと思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） 他にございますか。柿沼委員。 

○４番（柿沼秀雄君） ２２番の市民参加及び市民の連携ということですね、市でも協働のま

ちづくりということでやっております。そしてまた、議会としても協働のまちづくりに対し

ての取り組みというか、そういうものを設けることも必要なのかなと思います。 

先ほど皆さんから話があったとおり、議会報告会とか各種団体等との意見交換会、特に各

種団体等との意見交換会は、今までに無いことをやるわけですから、これは進んだ議会改革

になると思います。先ほど委員長から、市政についての話し合いはもう４０年以上続いてい

るということで、そのへんを踏まえながらやらなくてはいけないのかな、議会報告会も先進

地では最初集まるけれど、だんだん少なくなってくるという話も聞かされておりますので、

このへんもしっかりと皆さんと協議した上かなと思います。以上です。 

○委員長（小坂徳蔵君） 竹内委員。 

○２番（竹内政雄君） １９番ですね、各種団体との意見交換を行うことは、もちろん大切な

んですけれど、例の選挙権が１８歳ということで高校３年生までそういう意識が必要だとい

うことで、私は各種団体も当然なんですけれど、例えば平成国際大学の学生とか、加須市に

ある私立高校、県立高校の３年生を対象にして、我々議員とできたら意見交換をしてみたい

なという気持ちもするんです。このへんもこの中にぜひ含めていただきたい。 

もちろん無いからといってやってはいけないことはないのですけれど、特に地方議会を見

てみますと、議員のなり手がいないということですね。非常に大きな問題だと思うのですね。

やっぱり若い時から地方自治とか政治に興味をもっていただくことは、これから私たちの政

治活動の中でも非常に大切なことだと思っています。このへんも含みを持たせてお願いした

いと思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） 若者に対する議会の対応ということになるかなと思って聞いており
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ました。他にありますか。大内委員。 

○８番（大内清心君） 先ほどから議会報告会についての話がございました。各種団体等との

意見交換会については幅広く様々な団体と行えるのかと思っておりますので、しっかり入れ

ていただいて、議会報告会は、やはり最初は来たけど、だんだん減ってきて無くしてしまっ

たという所があったと思うのですね。何が原因なのかというと、ただの報告会なので決まっ

たこと、こういう意見が出ましたと説明して終わってしまうので魅力がないのかなと思いま

すので、その中に議会報告会だけでなくて、いろいろ出ている広聴という部分も含めて、報

告が終わった後に、市民の方から逆に意見を伺うような方法をとっていければ、若干魅力が

変わってくるのかなというふうに思ったので、ただの議会報告会としないで、もう少しネー

ミングを考えたそういった部分も一つの方法かなと思ったので、そのへんを議論していただ

ければと思います。 

それから市民相談会が入っているのですけれど、このへんはどういう形でもっていかれる

のかちょっと確認したいのですけれど。 

○委員長（小坂徳蔵君） そう聞かれると、私、市民相談会は別にこれは削除してもらっても

良いのではないかと思っています。むしろ、意見交換会だとか議会報告会だとか、各種団体

との意見交換会、先ほど若者、高校生、大学生との意見交換の話が出されましたけれど、そ

ういう中であまり幅狭くしないでやったらどうかと思います。市民相談会そのものを個別に

行うことは別に必要ないのではないかと思います。議会報告会や各種団体等との意見交換会、

政策研究会、そちらの方でおやりになった方が良いと思っております。大内委員がそれで良

ければそれでいきたいと思っております。今、たまたま私振られたものですから、そういう

ふうに思います。 

○８番（大内清心君） 個別に市民相談会を設けることになると、そういうものを含めて、そ

ういう相談も受けながら、報告会なり交換会を行っていくととらえて良いわけですね。   

○委員長（小坂徳蔵君） 大内委員にもご了解いただきましたので、相談会も含めて各種団体

等との意見交換会は進めていくということで対応していきたいと思います。 

他にございますでしょうか。 

無ければ、一応、今いろいろ話が出されました。特に広聴広報が大事だと、役割ですね、

そういう位置付けが市議会に必要になってくるのでは、そんなふうに思います。 

それから議会報告会、各種団体との意見交換会、これは若者や高校・大学生も含めて、市

民相談を含めて、全体的な市議会と市民との意見交換会ということで双方向で進めていくこ
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とだと思います。 

それから請願の関係なのですが、これは当事者による趣旨説明が必要ではないかという話

です。 

それから市民参加及び市民との連携、これは議論されてきたのは、最も大事なことだと思

います。議論が必要だと思います。後はお金をかけないで議会改革を行っていく、そこが基

本かなというような話が出されたと思います。 

それと私、大事なところで１点組み入れる必要があるのかなと思っていることがあります。

それはですね、平成２５年に障害者差別解消法が出来たんですね。これで、今、市の職員の

対応要領もですね、市長はあまり慌てるなと、良く検討して作っていくんだということを議

会で表明しています。ということは、執行部だけの話でなくて、議会としても障がい者の問

題を取り上げていかなければならないと、これは市民の代表機関として、市議会が真っ先に

私は取り上げていく問題なのではないかと思っています。 

具体的にどうするのかというと、例えばの話ですけれど、傍聴席に車いすの傍聴が出来な

いじゃないですか、例えば一つか二つですね、少なくとも車いす対応の傍聴席をつくるとか、

最低限そのようなことは、市民の代表機関だからこそ、率先してやっていかなければいけな

い問題だと思います。このへんはお金がかかることですが、ただお金がかかるからといって

やらないというわけにいかない、市議会は議会改革でそこに光を当ててやっていく、そこが

大事だと思っています。これは市長部局よりも率先して、市議会が取り組んでいく、これは

市民の代表機関である以上、そこを第一に考えて取り上げていく必要があると思います。こ

れはこれからもずっと続いていく権利社会、必ず出てくる問題、加須市議会として真っ先に

取り上げていく必要があると思います。申し上げておきます。 

○委員長（小坂徳蔵君） もう一つだけ進めてよろしいですか。これで今日の審議は終わりに

したいと思います。 

次は、４番の議員の政策立案機能の評価について議題といたします。これは、我々が市民

福祉の増進を図るために、我々が研讃を積んで市民のために応えるということが全般的な内

容になっているのですが、それぞれ専門的識見の活用の場合には自治法上こういうことがあ

ると、そういうことも含めて記載をしております。 

何かございますか。新井委員。 

○３番（新井好一君） これも先ほどの市民との連携というところでの議論を少し含まれてい

たんですが、うちの議会の場合は委員会がですね、政策討論、政策立案、政策研究を深める
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ような努力をこれからできるようにしていくのが一番の近道なのかなと思っているんですね。

同時に、議会全体の主催ということでもって、当面の大きな政策課題についての勉強会をや

るとか、そういうことが必要なんだと思うんで、そのへんはこれを明記してきちんとしてい

けばそういうことが、皆さんで協議しながら、これについてやろう、これについてやろうと

いうことがある程度可能になるかなと思いますよね。 

次の２５番の平成国際大学等々との地域の学校とか学識経験者との知見を活用するという

ことについても、私もそのようなことについては大賛成でありまして、実際これから進めよ

うと皆さんの意見の一致をみているのかなとこんなふうに思っています。 

かつて、例えばうちの方でも合併以前の時にですね、自治基本条例をつくったんですね。

その時、これは議会とそれから市民の側でまた違うのですが、市民は約１年半、議会はそれ

に対応して平成国際大学の教授に何回か来てもらってその推移の中で論点整理をしたという

経過があるので、そういう意味では今回の議会基本条例についても平成国際大学との連携み

たいなものは必要なのかなと思っています。  

○委員長（小坂徳蔵君） 竹内委員。 

○２番（竹内政雄君） 今、新井委員がおっしゃっていたとおり、平成国際大学法学部だと思

うのですけれど、特に執行部の方は、相当平成国際大学が地元に出来た時からいろんな面で

連携しているんですね。ただ議会と平成国際大学とはあまり連携がなかったですけど、せっ

かくの有効な資産だと思うんですね、私たちにとって大学があるのは。それをいかに利用す

るかといっては申し訳ないんですけれど、まあお互いに協力し合って。 

それともう一つ、議会事務局の機能強化ということがあるんですけれど、他の自治体に比

べてうちの方の議会事務局の職員が多いか少ないか私はわからないですけれど、見ていても

特に今回、議会改革が特別に組まれたということで、たぶんですね、過去の事務局の職員と

比べると本当に倍以上の労力を余分に使っていると思うんですね。この間、その都度これだ

け皆さんがしゃべっていることを、全部手分けして会議録を起こしているということを聞い

たので、これは非常に、そうかと言って残業手当も出ないでしょうからね、このへんも常日

頃、私も加須市議会にかかわって１０何年経つんですけれど、事務局というのは大変なのか

な、もちろんやりがいもあるでしょうけれど、そのへんも執行部側にもですね、もうちょっ

とやっぱり、だいぶ人選的には選んでいただいて能力のある方が来ているみたいなので、人

数的にはちょっとハードなんかなという気がするんですね、そのへんも予算は伴うかもしれ

ないけれど、中には暇な所があるようなので、このへんの評価を積極的にやっていただきた
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いと思っています。 

○委員長（小坂徳蔵君） 佐伯委員。 

○７番（佐伯由恵君） 議員の政策立案機能とチェック機能と、非常に大事だと思っています。

自由討議もいろいろな所で行いながらやっていくことと、政策討論会、政策立案、政策研究

会、こういったことを充実させていくことが必要かと思っています。それを支えるのが議会

事務局だと思います。議会事務局の任務が今拡大しているんだと思います。今までは、議会

運営を補完する機能として、それと執行部との調整機能ということで、それが主な仕事だっ

たと思いますけれど、この議会改革が始まって、それだけでは済まない。 

例えば先ほどアンケートのことを検討したわけですけれど、市民との関係でも議会事務局

が一定の仕事をやらなければならない、また議員が、政策立案、チェック機能を果たしてい

く上でも、議会事務局が支援しなければ出来ないというふうに思っています。特にこの基本

条例の制定については法務の専門的な知識が必要であって、それはなかなか議員の中には無

いわけで、そういったものを持っているのが議会事務局だと思いますし、議会事務局の任務

が拡大しているということを考えると、ここに対する機能の充実強化が必要だと思っていま

す。場合によっては職員の数を増やすとかそういったことも必要かと思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） 大内委員。  

○８番（大内清心君） 議員の政策立案機能の強化というところは非常に大事かなと思ってい

まして、議員力を高めていくということも大変重要でありますし、そのためには、研鑽を積

まなければならない。大学との連携もそうなんですけれども、議員がしっかり勉強すること

が必要なのかな、これからは議員が条例を制定していくという時代に入っていくと思います

ので、そういった勉強会や講演会、お金をかけないでというところで大学教授を呼んだりと

いうことは難しい部分もあるかと思いますが、それを上手くやりくりしていただいて、議員

のそういった議員力を高めていくという重要な部分と思っておりますので、そのへんを考え

ていただきたいなと思います。 

また、この中にあります図書室の充実があるんですけれど、議員が学べる場所というとこ

ろで、図書室に行けば何でも調べられるくらいの充実を図っていただきたいと思っておりま

すので、今は倉庫みたくなっているようなので、そのへんを少し変えてきていただければと

思っております。 

○委員長（小坂徳蔵君） 他にございませんか。柿沼委員。 

○４番（柿沼秀雄君） ２４番の議員研修の充実強化、議員活動の推進と評価とありますが、
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特に議員研修、この基本条例をつくるにあたって、改めて研修の充実、特に議員の研修とは

どういうことか、皆さんで協議しながら、本当に議員は議員たるものはどういうものかとい

うものをはっきりと意識改革じゃないですけれども、やるほうな方向が出来れば良いかなと

思います。 

また、議員活動の推進といっても議員各々がどのような活動をするのが一番良いのかとい

うところも皆さんと協議する必要があると思うのですね。非常に良い項目だと思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） 野中委員。 

○１番（野中芳子君） 議会として何かテーマを決めて勉強会をしていくことが必要だと思っ

ています。それと平成国際大学との連携ということで、それはもちろん学生さんの意見を聴

くという形もあると思うのですけれど、学生さんといっしょに勉強をして、何かテーマを、

それについて意見交換会をするという形もとれたら良いのかなという思いが少しあります。 

○委員長（小坂徳蔵君） いろいろ意見が出されましたが、地元の大学である平成国際大学と

の連携なんですが、かつてはですね、全員協議会室に教授を呼んでいろいろ研修を行ってき

た経過があります。 

例えば介護保険の発足当初は、何回か専門の教授に来ていただいて研修を受けた経緯があ

ります。その後もありました。また、４区議長会で加須市が会場となった時には、ご承知の

ように平成国際大学の教授が講演を行っております。別に連携していないわけではないので

すが、これはやはり意識的に取り組んでいかなくてはならない問題なので、例えば、新年度

研修を行うとか、特に議員が学べる場の設定が必要だということが言われまして、新井委員

からそれが議会全体、委員会単位が必要なのかなという話がございました。 

そういう中で地元の大学の教授、この人たちの知見を活用していく、薫陶を受ける、そう

いうことが必要なのかな、これは意識的な取組みが必要なのかなと思います。それが項目の

中に出てくるのですが、具体的にはそういうことが必要になってくると思います。 

 議会図書室の関係ですが、キャパシティがあれだけですので、３０年くらい前に市役所が

建設された時に、確かに自治法上議会図書室は必置規定なんですね、必ず置かなければなら

ない。あれだけのスペースしかキャパシティしか考えられなかったということで、これは決

して事務局の責任ではなくて、全体の市役所のレイアウトの関係なのですね。では、あそこ

をどうするかという良い案が出てこないのですが。ただ、今は、なかなかそちらの方まで事

務局の職員も余力が取れないという状況もあります。 

暫く皆さんから議論いただいて、良い方向を見出していきたいと思いますので、色々ご意
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見を出していただいて、これは、事務局は心を痛めていると思いますけど。キャパシティを

決めたのは事務局ではありませんので。議会事務局の名誉のためにも、私が申し上げておき

ます。 

  それから、議会事務局の機能強化の関係なのですが、去年の第３回定例会、第４回定例会

と定例会は通常どおり行っている。それと、議会基本条例の制定や議会改革特別委員会の設

置は、全く未知の領域だと。それをどちらも支障なくやってきているというのは、やはり、

これは議会事務局の職員の皆さんに、本当に頭が下がる想いであります。 

こうやって色々、資料を事前に準備していただくわけですが、これも議会事務局に全部調

査していただいて、間違いが無いように何回もチェックしながら、それで作成しているとい

うことでございます。そういう意味で、議会事務局の機能強化は当然なのですが、同時に、

私はやはりこの議会事務局員の議会事務局としての目的をしっかりさせていけばと思います。 

それはどういうことかと言うと、やっぱりこの議会事務局の職員は、議員と共に市民の付

託に応えるためにその職責を全うすると。それがやはり、議会事務局の関係する条文の第１

項がこれだと、私は心に決めております。私が心に決めるのではなくて、皆さんからのご協

議で決めていきたいと思います。やはり、議員と共に市民の付託に応えるためにその職責を

全うしなければならないというのが、議会事務局の規定の一番かなと思っております。 

それから、色々言いますと、例えば議会運営を補佐するという役割。議会事務局がいなけ

れば、議会運営は進めませんので。それからやはり、今、議論されております政策形成機能、

あるいは監視機能、これを支援する。これもやはり、事務局の職員の皆さんの仕事だと。あ

とは、先ほども話がありましたけれども、執行機関との調整機能。これは議員ではなく、事

務局にその職責を担っていただかないといけません。もっと言えば、色々議員に対する苦情

などは、全て議会事務局の方にきておりますので、そういう意味では議員と住民との相対的

な役割といいますか、そういうことを担っていくということなんですね。 

ですから、そういうことを今度の議会基本条例の中には、我々は市民の付託に応えるため

に議会事務局の職員と共にその責務を全うしていくというスタンスが、必要なんだと思って

おります。そのことが、次の拡充の方に繋がっていくんじゃないかと思います。そんな風に

思っております。 

○委員長（小坂徳蔵君） 新井委員。 

○３番（新井好一君） はい。全くそのとおりなんですけれども、結局、今の体制全体を見る

と、議会事務局の人事っていうのは、執行部から出向してくるということになるので、どこ
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を向くのかということがかなり大きな問題になるわけです。 

ここは議会ですから、二元代表性という中の議会という役割で、議会の役割をしっかり果

たすという観点からすれば、それは議会議長の指揮のもとに議会事務局があるということを

考えれば、当然、議員を補佐し、議会を補佐し、政策を強化するという方向で、きちっとそ

の役割、任務を位置付けておくということが重要なんだと思うんですよね。 

その辺がどうしても出向という形で、一時的には、人事的にはそこを外れているわけです

けれども、またどこかに戻るということがあれば、結局はやっぱり気持ちの置きどころが、

執行部との関係に置かざるを得ない。これは正直な気持ちですよ。そういうことがどうして

も起こりうる可能性があるので、その辺の位置づけをしっかり、それぞれが確認するという

ことなんだと思うんですよね。 

○委員長（小坂徳蔵君） 新井議員のご意見があったのですが、それはあってもやはり議会に

来た以上は、議員と共に市民の付託に応える、そのために職務を全うするということが大事

だと思っております。新井議員、言っていることが私も分かりますので、そこが大事だなと

思っております。 

○委員長（小坂徳蔵君） ほかに、森本委員。 

○９番（森本寿子君） 今の話でいくと、個人的な意見ですけれども、議会事務局の方たちは

執行部から来るのではなくて、退職した職員の方たちがなっていただくと、戻らなくて良い

ので、本当に議会の方を向いて仕事をしていただけるのかなと思いました。 

また、大変だということで、今まで広聴広報ですとか、各種団体との意見交換等とか、こ

れを誰がやっていくのか、誰が中心となっていくのか、ということも決めておかなければい

けないということなのかと思いますので、また次の機会に協議していければなと思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） では、他にありますか。 

 

「なし」という声あり 

 

○委員長（小坂徳蔵君） 協議する時間も迫ってまいりました。６項目についてのうち、今日

は４項目までにしたいと思います。残る議員活動における課題、及びその他の項目について

は、また次回に皆さんにご協議いただいて、更に進めていきたいと思っております。 

その前に、もし前回、忘れたものがあったら次回で言っていただきたいと申し上げました 

ので、もしありましたら、これに限らず委員の方々に出していただきたいと思います。 
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○委員長（小坂徳蔵君） 新井委員。 

○３番（新井好一君） 次の機会に議論する課題の３６番で、他議会との連携交流というのが

入っていますけれども、これに関係するんですけれども、ここはやっぱり先ほどの議論の中

でも申し上げたとおり、この地域、広域的に連携するっていうことも非常に、県境の渡良瀬

遊水地なんかも囲んで連携が進んでますので、そういう意味で改めて、他議会との連携交流

っていうのをきちんと位置付けるっていうことが必要なのかなって思っていますので。 

これはここにありますからね。 

○委員長（小坂徳蔵君） 他に、ございますか。 大内委員。 

○８番（大内清心君） 確認だけ。次回、２月３日の午前中、第６回の特別委員会を開催して、

午後から全議員対象に説明会を行いますよね。 

○委員長（小坂徳蔵君） 先ほど、少し申し上げましたけれども、次回は今、残っている２つ

の項目について、ご協議いただきます。 

それから今日、協議していただきましたその内容は、整理したいと思います。それでまた、

皆さんにお渡ししたいと思います。それについて、更に皆さんから意見を出していただきた

いと思います。それで、更に深めていきたいと思っております。それで、午後は説明会を開

きたいと思います。 

○８番（大内清心君） 午後は、大体のところが示されると思うんですけれども、その中で傍

聴していない方や、委員会でご協議していない方は、違う意見も出てくるのかなと思うので

すけれども、そういった場合は、意見も含めて練っていくといった考えでよろしいのでしょ

うか。 

○委員長（小坂徳蔵君） 今の大内委員のご質疑なんですけれども、この様に考えております。

今日、議論いただきました。それで、次回もそういう形で議論していただきます。 

また次の協議の状況を見なくてはいけませんけれども、一応、私たち特別委員会としては、

市議会として来月の中旬からその後、例のアンケートに入っていきます。これの集計があ

ります。３月１０日が締め切りっていうことになっています。それで、これは集計しなく

てはいけません。 

ただこの集計がですね、回収される内容によって異なってくるんですが、ただ議会として

はどういうことになっていくかというと、１０日っていうのは、多分、予算議会の最終盤

です。議会事務局は、そちらに全勢力を固めなくてはいけません。 

その後、どうなるかというと、年度末が出てきます。それで、年度の初めが出てきます。
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そうすると、だいたい方向として考えられるのは、多分、集計に１ヶ月くらい場合として

は、かかるのかなと思っております。それで、その集計の結果を基にして、もう一度皆さ

んにご協議いただきます。これについて、そのうえで最終的に決定していくと。 

我々はなぜ、アンケートを取るのかといいますと、アンケートを取るのが目的ではなくて、

市民から示されたその意志、意向を、基本条例に反映させていくために取っているのであ

りまして、ですから、それをどうしても行わなければいけないと。ですから、前に皆さん

にお示しした工程表から見ると、少し遅れるかもしれませんけれども、それは、急ピッチ

で取り戻していきますので。 

ですから、連休明けくらいには、また、委員会を開いて、そこで骨子案を最終的にまとめ

ていくのかなと思っております。 

○１０番（酒巻ふみ君） あの、いいですか？ 

○委員長（小坂徳蔵君） はい、どうぞ。 

○１０番（酒巻ふみ君） 集計は、皆さんが関わらないと、出来ませんよね。事務局だけです

か？ 

○委員長（小坂徳蔵君） これは、どれだけハガキが返ってくるのかと、それによりますので。

１ヶ月ですので、これはやりながら届いた時点から始めますので。全部まとまってから、 

スタートということは、しませんので。 

事務局としては委員の手を煩わせたくないというのが胸中なんですね 

 

「要請があれば・・・」という声あり 

 

○委員長（小坂徳蔵君） ただ、あまりにも多かった場合には、前回、森本委員からも言われ

たんですが、その場合には皆さんにＳＯＳがあるかもしれません。ただ、議会事務局の胸中

は、尊重しなければなりません。よろしいですか。回収するハガキの回答数によるというこ

とでございます。ですから、一応、協議の流れでは、そういう風に考えておりますというこ

とで、ご了解いただきたいと思います。 

他にないですか。なければ委員の発言は終わりました。せっかくですね、傍聴の方におい 

でいただいております。委員会の基本方針の第５条、及び会議規則１１６条の規定に基づい

て、委員外議員の発言に移りたいと思います。なお、委員会の協議を円滑に進めるために、

発言の範囲は、今、議題となっております、議会基本条例の位置づけ、執行部との調整事項、
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市民との連携・協働の推進、議員の政策立案機能の強化、この部分について発言があれば受

け賜ります。 

傍聴している議員の皆さん、いかがでしょうか。 

○委員長（小坂徳蔵君） はい、齋藤和雄議員。 

○委員外議員（齋藤和雄君） 大変貴重な時間を、発言させていただきまして、ありがとうご

ざいます。３点、提案をさせていただきたいと思います。 

まず１点目ですね。基本条例の位置付けの見直し手続きと、評価制度についてでございま 

す。こちらの特別委員会で、委員さんの熱気あふれる、かなりエネルギーを使った、一点に  

集中して基本条例を作っていく訳でございます。その半面、作り終わった後、どうしても熱 

意というものが低下する恐れがあるということで、住民からその辺を察しられるという可能 

性が出てきます。 

そういう中で、やはり、継承作業を行っていく必要があるのかな、それによって見直しの

評価制度を作っていただいて、継続的な見直しが出来るようになっていけば、より良い議会

基本条例になっていくのかなと、そのように感じております。 

２点目が、執行部との調整事項。これは先ほど委員長から、平成２４年の自治法改正の話 

 が出てきました。１０２条の２項だと思いますけれども、通年会期制の話がここで創設され 

たと思います。これについてもご検討いただければと思います。確か、他の市町村でもやっ 

ているところがあったと思うので、この辺をご検討いただければと思います。 

最後に、議会報告会につきまして、旧大利根町議会では議会報告会を２年やっていました。 

その結果を踏まえて、私が一番感じたのは、執行部と議会との、先ほど委員長が話したので

すけれども、市政についての話し合い、そして議会の報告会との調整。これが、非常に難し

かったわけです。それで、結局２年で終わってしまったわけなんですけれども、その辺が整

理出来れば、私はこれ、継続してやるべきだったのかなと今でも考えております。出来れば、

執行部との話し合いとの調整が出来て、議会報告会をやっていくということになれば、継続

でやっていただきたいな、それが１点。 

もう一つ、議会報告会の中で色々な懸案事項とか出てくるわけですね。それを受けている

んですけれども、それを市民の方に、意見を出した方に、返すことを当時していなかったの

ですね。ですから、意見の出てきたものを、この議会の中でいかに消化出来るような制度、

それを受けたら、どういうふうに会議を開いて、どういうふうに提案して、どういうふうに

執行していくか。その辺の整備を作っていけば、より良いものになるのかなと思いました。
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以上３点です。 

○委員長（小坂徳蔵君） ほかにございませんでしょうか。はい。ほかに、中條議員。 

○委員外委員（中條恵子君） 今回も出させていただいて、ありがとうございました。本格的

に自由討議になってきたなと感想を持たせていただきました。 

こういう形で、どんどん意見を活発に出されるのが有難いことだなと。傍聴させていただ 

いている者からしても、有難いことだなと感じさせていただきました。 

今日ご検討された中で、１２番の閉会中の文書による質問というところで、ここは委員会

が中心かなというふうにお話しはあったんですけれども、個人になるとたくさんの質問が出

てきては、と心配もあるかと思いますので、委員会だけではなく、会派でもと付け加えてい

ただけると有難いなと私は思いました。 

それから、１９番の議会報告会についてですけれども、これについてはネット中継との総 

合というか、その辺も非常に重要になってくるのかなと思うんですね。ネットで実際、見て 

いただいているのであれば、報告会という部分で、改めてやるべきところが必要になってく 

るのかどうかというところも検討の一つだと思いますし、また、ネットが見られない環境の 

方も、もちろんいらっしゃるので、そこについては、議会だよりも充実をさせていただくと 

いうところを中心にしながら、報告についてもありますけれども、意見交換会の方を充実さ 

せていくというもの、一つの方法ではないかなというのを感じました。 

  また、２４番の議員活動の推進と評価ということころなんですけれども、ここは非常に難 

しいなと思うんですね。議員活動の推進と評価を、誰が、どういうふうに評価していくのか。 

また、推進という部分で、どう推進しているのかというところを、一個人というふうに捉え 

るのか。また、議員を全体っていうか、なかなか全体では捉えにくいかと思うんですけれど 

も、その辺をどうやって評価するかということを、今後は明確にしていってもらえたらなと 

思いました。 

あと、先ほど、大内委員の方から２月３日の説明会の話が出たんですけれども、ここで意 

 見が全議員から言えるのかというのを、私は是非、明確にしていただきたいと思いました。 

以上です。 

○委員長（小坂徳蔵君） 他に傍聴者の方でございませんか。はい、松本英子議員。 

○委員外委員（松本英子君） 短く。傍聴させていただきまして、熱心な議論をありがとうご

ざいました。 

政策立案のところについては、委員長が先輩なので言う必要は無いかと思いますけど、最
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終的には市民の皆さんの利益に繋がるように、市政を変えていけるような政策立案が出来る

ようになれば良いかなと感じましたので。以上です。 

○委員長（小坂徳蔵君） はい、他に傍聴者の方で希望する方、おりますか。無ければ、コメ

ントが必要ですか。はい、中條議員 

○委員外委員（中條恵子君） はい。先ほど言った、２月３日の説明会のことについてだけ。 

○委員長（小坂徳蔵君） はい、２月３日について申し上げます。これは、先ほど申し上げま

したように、説明会ということで言っております。意見を言っていただくことは結構ですが、

説明会が主旨だということでございます。 

それからですね、また、この基本条例骨子案については、今、齋藤和雄議員、並びに中條

議員からご発言がありましたように、委員外議員の発言、この様に認めております。また、

我々は、期待もしております。ですから、その中でおいでいただいて言っていただくという

のが、私は物事の筋なのかなと思っております。 

そして、これは、委員外議員の発言を全て、詳細会議録に載せております。ですから、そ

こがまず基本だと思います。ただ説明会に来て言われても、いかがなものかなと私は思って

おります。 

やはり、特別委員会が設置されて、そこで議論している以上、さらに委員外議員の発言を

認めている以上、やはり集中して議論を行っていくということが、私は議員としては、この

議員の政策立案機能の強化、この辺のことに来ているのかなと。自由討議ですからこれはね、

と思います。よろしいですか。 

○委員外委員（中條恵子君） 説明会という形になって、いろいろな部分で全議員に情報がい

く様になっているということになりますと、じゃあ、説明会の意味って何なのかなっていう

ふうに、かえってなってしまうかなと思いましたので、そこに来る意味っていうのを、しっ

かりと全議員にもう一度、訴えていただきたいなと思いました。 

○委員長（小坂徳蔵君） それは、こういうことです。これは、任意の委員会の時から、温度

差を無くしてもらいたいということを再三、言われました。 

私としては、全部の会派の議員に徹底しているのかなと思ったのですが、どうもそうでは

ないと。初めて聞いた、ですとか、いろいろそういうことで、物議を醸したという時もござ

いました。いろいろそういうことも言いまして、この会議が終わる時には、必ず会派に周知

徹底してもらいたいと申しております。 

それから、それだけではまだ不十分かなというところで、会議が終わった後、特別委員会 
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の通信を必ず発行しております。これは、２号まで。これは４、５日中には、ホームページ

に掲載してあります。それから、詳細会議録も全て市議会のホームページに掲載しておりま

して、もう全て市民の皆さんに知っていただくということになっております。 

議員が知らないかどうかというのは、もう議員一人一人の判断だというふうに思っており

ます。これ以上、いったい、その人の家に行って説明するのか、ということころまで、議会

改革の審議は、詳細に進んでいるということでございます。しかも、これは全て公開してい

るということでございますので、そこでひとつご理解いただきたいと思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） 新井委員、何かありますか。 

○３番（新井好一君） 今、委員長がおっしゃいましたけれども、この議会基本条例を作ると

いうのは、１０人の特別委員会の皆さんの役割が非常に大きいということについては、全く

そのとおりなので、そのように全体をリードしていくということは当たり前のことなんです

が、基本条例というのは２８名全体の条例を作るということなんで、そういう意味ではやっ

ぱり聞いていないとか、そういう議員については、非常に問題があるということについては

了解しますけれども、出来るだけ、今日の、例えば議論に沿った形で自由に討議するってい

うのは、いろいろな場面で補償されるべきだと私は思っておりますので。 

そういう意味では全員協議会の場でも皆さんの意見は、この改革という意味に沿って、自 

由に議論されるべきだというふうに思っているので、そこはそのような運営をしていただき

たいと思っています。 

○委員長（小坂徳蔵君） 新井議員、ご承知だと思うのですが、議会改革特別委員会の基本方

針を最初に定めております。これの第６条をご覧いただければ、今、新井議員が言った意見

は、全て解消されると思っております。今なければ、後でご覧になっていただきたいと思い

ます。 

○３番（新井好一君） だから私は、自由討議をやっていくと言ってるんですよ。今もやって

くださいよ。 

○委員長（小坂徳蔵君） 次は、今後の審査の方向についてを議題といたします。 

当委員会の今後の審査方向ですが、かねてご協議いただいているように、以下のように 

進めてまいります。 

議会基本条例の骨子案について、市長部局との協議を開始してまいります。これは、二元 

代表制のもとで、議事機関としての市議会が、執行機関の市長部局と条例制定について協議

を行うものであります。まずは、条例骨子案について、今日、各委員から出されました意見
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を基本にして市議会として、議会基本条例の骨子案について、執行部からの対応が必要な事

項に対し、検討を依頼することになります。 

協議に対応する委員は、議事機関として議会を代表する者であり、正副委員長と副議長で 

ある酒巻委員の３人が協議にあたります。これは前回の会議で、決めてまいりました。協議

の日程は、今月２７日に行います。なお、議長から市長に対して、協議の文書を提出済みで

ございます。 

それから次回の委員会、これは５回目の開催になりますが、２月３日、午前９時３０分か 

ら開会します。議題は、市議会基本条例の骨子案について論点整理、ここの協議となります。 

それから、全議員を対象とした説明会を開催し、これまでの協議経過を踏まえ、中間報告 

を行います。開催の日程は、２月３日、午後１時３０分からを予定しております。 

今、示した内容について、当面、進めていきたいと思います。このように進めてよろしい 

でしょうか。 

 

「異議なし」という声あり 

 

○委員長（小坂徳蔵君） それでは、そのように決定させていただきます。 

それでは、本日の議事は、全て終了いたしました。 

○９番（森本寿子君） すいません。 

○委員長（小坂徳蔵君） 森本委員、何かありますか。 

○９番（森本寿子君） はい。今の２月３日の説明会のこととか、いろいろお話しを聞いてい

て、これから今回の特別委員会の通信を出されると思うんですけれども、委員外議員の意見

っていうのは、この特別委員会だけしか聞かないというところでもあると思うので、きちん

とそのところをうたっていただいて、意見を言いたい方は、この委員会に出ていただきたい

というところを強く求めていただきたいと思いますし、最後のところには、委員長、副委員

長の方に意見はお寄せくださいというところでは、特別委員会だけでしか聞かないというこ

とではなく、正副委員長が聞きますということでも具体的にあると、その日に来られない委

員外議員さんもいらっしゃるかと思いますので、そこも強く強調して書いていただくと良い

と思うんですけれども、その通信の方で。 

○委員長（小坂徳蔵君） ご指摘の内容は、分かりました。通信の内容については、強調して

打ちたいと思います。 
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それから、正副委員長が意見を聞くということなのですが、これは別にこの場で聞くとい

うことじゃないです。あくまで、協議を行っているところでございまして、例えばお名前

を出して恐縮なのですが、中條議員から申出書が私の元に提出されたことがございました。

それについては、皆さんに諮ったうえで、回答しております。ですから、口頭でもその都

度、正副委員長におっしゃっていただければ、それはそれで対応していくということでご

ざいます。 

なぜこうしているかというと、この議会基本条例は、あくまでも議員間の自由討議の中で

行っていることでございまして、別に議会事務局が、何か特別なことをやっているという

ことでもございません。皆さんの協議に基づいて、議会事務局がそのための事務を行って

いるということでございます。ご了解いただきたいと思います。 

この件に関しましてはよろしいですか。 

○委員長（小坂徳蔵君） 新井委員。 

○３番（新井好一君） 今も、委員長が、議員間の自由討議で条例を作っていくんだというこ

との主旨っていうのは、一貫して貫くことなんで、そういう意味では、全員協議会の報告の

中においてもですね、説明等の中においても、それは議員の皆さんの意見は、自由に尊重し

て意見を認めていただきたい。これは当然だと、私は思いました。 

こういう雰囲気の中で、全員の中の議論というのがあっても、しかるべき。もちろん、後

退させるような中身については、ここで議論されている中身を深めるというのは、そういう

全体会議の中で当然ありうるということだと、私は思います。 

○委員長（小坂徳蔵君） はい。新井議員の意見は終わりました。それでは、今日の議事は全

て終了しました。 

本日の協議内容については、委員会の基本方針第４条に基づきまして、特別委員会通信第

３号を発行して、市議会ページに掲載してまいります。 

また、委員各位には、委員長からお願いがあります。委員各位においては、今日の協議内

容について、所属する会派内の議員に遅滞なく周知されるように要請いたします。 

本日の議事は全て終了いたしました。それでは散会にあたりまして、小勝副委員長からご

挨拶をお願いいたします。 

○副委員長（小勝裕真君） 大変お疲れさまでした。前回の委員会の中では、骨子項目につき

まして、４７項目出させていただきまして、今日はその内容の協議に入って、大変重要な段

階に入っていると思います。 
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更には傍聴の方も大変多く、今までで一番多いと思いますし、全ての党、会派からご出席

いただいているのかなと関心の高さを痛感しております。 

今、委員長から最後にお話しがありましたように、私たちは、それぞれ党、会派の代表と

してこの特別委員会に出席しているので、これを持ち帰って、党、会派全ての方にお知らせ

いただいて、意見を同じ様な気持ちで進めていくという、それが一番大事だと思いますので、

次回は２月３日に委員会がありますけれども、またよろしくお願いいたします。ありがとう

ございました。 

―――――――――――――――――――― ◇ ―――――――――――――――――――― 

 

◎散会の宣言 

○委員長（小坂徳蔵君） ありがとうございました。それでは時間が超過いたしましたが、散

会といたします。大変ご苦労様でした。ありがとうございました。 

 

散会 午後０時１２分 
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